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本研究では，組織市民行動の規定要因として，多くの先行研究（Organ et al., 2006; Organ 





情の状態」 (Locke, 1976) と定義される。個人の感情が組織行動に及ぼす影響については，
社会心理学や産業・組織心理学の分野において多くの研究が行われてきた（田中，2004）。
特にポジティブな感情は援助的な行動を促進することが先行研究から一貫して見出されて
おり (Carlson, Charlin, & Miller, 1988)，職務満足が看護師の組織市民行動を考える上で，重
要な概念の1つと推察される。 
Moorman (1993) の研究では，職務満足と「利他主義」，「誠実性」など，いくつかの組織
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図 1 本研究の概念モデル 
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尺度得点間の相関係数を表1に示す。職務満足と組織コミットメント（r = .608, p < .001），
組織コミットメントとキャリア・コミットメント（r = .645, p < .001）の間にやや強い正の
相関が認められた。組織市民行動については，職務満足と組織コミットメントは有意では
あるが非常に弱い正の相関関係（r = .144 - .196, p < .001）であったのに比して，キャリア・
コミットメントの方がやや強い正の相関関係（r = .255 - .304, p < .001）が示された。 
 






別（男性 = 0，女性 = 1）が有意な正の影響を示したのに対して，勤続年数は有意な関連は
ほとんど示されなかった。ステップ2で投入された職務満足は有意な正の影響（β = .237, 
p < .001）が認められたが，ステップ3以降で組織コミットメント，キャリア・コミットメ
ントを投入すると，その影響は打ち消され，有意な影響は認められなくなった。組織コミ
ットメントも同様に，ステップ3では有意な正の影響（β = .109, p < .001）が認められたが，
キャリア・コミットメントを投入することで影響は打ち消された。キャリア・コミットメ





表 1 下位尺度得点間の相関係数 
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3.2.2 組織市民行動の「誠実さ」を従属変数とした階層的重回帰分析 
性別（男性 = 0，女性 = 1）がすべてのステップで有意な正の影響を示したのに対して，
勤続年数は有意な影響が認められなかった（表3）。ステップ2で有意な正の影響（β = .229, 
p < .001）を示した職務満足は，ステップ3以降で組織コミットメント，キャリア・コミッ
トメントを投入することで，その影響力は小さくなった。組織コミットメントは，ステッ
プ3で有意な正の影響（β = .105, p < .001）を示したが，その影響はキャリア・コミットメ
ントを投入することで打ち消された。キャリア・コミットメントは，すべてのステップで







テップで有意な正の影響が確認できた（β = .108 - .219, p < .05）。組織コミットメントにつ
いては，ステップ3で弱いながらも有意な正の影響が認められたが（β = .065, p < .05），キ
ャリア・コミットメントが投入されることでその影響は打ち消された（β = -.037, n.s.）。
キャリア・コミットメントはすべてのステップで有意な正の影響を示した（β = .179 - .185, 
p < .001）。説明率はすべてのステップで有意であったが，最大でも.10程度であった。交互
作用項については，いずれも有意ではなかった。 










図 2 職務満足と対人的援助の関係における組織コミットメントの調整効果 
図 3 職務満足と対人的援助の関係におけるキャリア・コミットメントの調整効果 
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表 3 誠実さを従属変数とする階層的重回帰分析 
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Abstract: Promoting nurses’ organizational citizenship behavior is considered critical 
in order to respond to advanced, diversified, and complicated medical needs of the society. 
As factors of promoting nurses’ organizational citizenship behavior, this study focuses on 
job satisfaction, organizational commitment, and career commitment, and aims to clarify 
the direct and indirect effects of those factors on the organizational citizenship behavior 
of nurses. We handed out questionnaires to 1,534 nurses who worked in general hospitals 
in western Japan and received valid responses from 1,228 nurses. We conducted a 
hierarchical multiple regression analysis with sex and years of continuous employment as 
controlled variables, job satisfaction as an independent variable, and organizational 
commitment and career commitment as moderators. The analysis revealed that career 
commitment canceled out the direct effects of job satisfaction and organizational 
commitment on organizational citizenship behavior. In addition, the moderating effect of 
organizational commitment and career commitment were significant. The results 
suggested that it is necessary to raise job satisfaction, organizational commitment, career 
commitment at the same time to promote organizational citizenship behavior. 
Key Words: Nurse, Organizational Citizenship Behavior, Job Satisfaction, Organizational 
Commitment, Career Commitment 
 
